
 

 

 

取手市橋梁長寿命化修繕計画 

 

 

 

 

 

令和５年 2 月 

取手市 建設部 管理課 



目 次 
１． 長寿命化修繕計画の背景・目的 ................................................................................................................. 1 

(1) 取手市橋梁の背景 ...................................................................................................................................... 1 
(2) 取手市橋梁の状況 ...................................................................................................................................... 2 
(3) 長寿命化修繕計画の対象橋梁 ............................................................................................................. 2 
(4) 基本方針 ......................................................................................................................................................... 3 
(5) 費用の縮減に関する具体的な方針 .................................................................................................... 3 

２． 計画期間 .................................................................................................................................................................. 4 
３． 健全度の把握および日常的な維持管理に関する基本的な方針 .................................................. 4 
４． 対策の優先順位の考え方 ................................................................................................................................ 5 

(1) 基本的な考え方 ........................................................................................................................................... 5 
(2) 橋梁の管理区分 ........................................................................................................................................... 5 
(3) 優先順位 ......................................................................................................................................................... 7 

５． 新技術の活用方針 ............................................................................................................................................... 8 
６． 橋梁の集約化・撤去 ...................................................................................................................................... 12 
７． 対策内容と対策時期 ...................................................................................................................................... 13 

(1) 対策内容 ..................................................................................................................................................... 13 
(2) 対策実施時期............................................................................................................................................ 13 

８． 対策費用 .............................................................................................................................................................. 16 
 

 



1 

 

１．長寿命化修繕計画の背景・目的 

 

(1) 取手市橋梁の背景 

取手市では架設年不明の橋梁が多い中、架設年が判明している橋梁は 37 橋です。

そのうち、20２２年時点で建設後 50 年を経過する道路橋は 9 橋ですが、30 年後に

は 31 橋に増えます。その他の橋梁は架設年不明ではあるものの、高度経済成長期に

建造された橋も多く、３０年後には約８割弱の橋梁が架設後 50 年を経過すると推定

されます。取手市が管理している橋梁は 15ｍ以上 26 橋、15ｍ未満 169 橋ありま

す。 

 

 

 

図-1.1 対象橋梁の供用年数 
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(2) 取手市橋梁の状況 

取手市では、2014～2018 年度に 195 橋の橋梁の近接目視点検を行いました。

その結果をうけ、早急な対応を必要とする橋梁に措置を講じつつ、2019 年度からは

２巡目の点検を実施しています。2022 年度現在、 

 

・道路橋の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く、緊急に措置

を講ずべき状態（Ⅳ）の橋梁は１橋で点検を実施した橋梁の１％でした。 

 ・道路橋の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき状態（Ⅲ）

の橋梁は 2 橋で、点検を実施した橋梁の１％でした。 

・道路橋の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を講ずることが

望ましい状態（Ⅱ）の橋梁は９０橋で、点検を実施した橋梁の４６％でした。 

・道路橋の機能に支障が生じていない状態（Ⅰ）の橋梁は 102 橋で、点検を実施

した橋梁の 5２％でした。 

 
図-1.2 201７～2021 年度に実施した定期点検の結果 

 

(3) 長寿命化修繕計画の対象橋梁 

取手市で管理する 195 橋のうち１巡目の点検結果をもとに長寿命化修繕計画を策

定します。修繕計画については「措置を講ずることが望ましい」と判断された健全性

がⅡ、Ⅲの 112 橋を対象とします。（「緊急に措置を講ずべき」と判断された健全性Ⅳ

の橋梁については現在通行止め措置を講じています） 
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(4) 基本方針 

今後、取手市が管理する橋梁において、老朽化が急速に進むことが予想されるため、

従来の対症療法的な修繕および架替えから、損傷が軽微なうちに効率的かつ効果的な

対策を講じる予防的修繕へと円滑な政策転換をします。 

 

 

 

 

 

 

 

図-1.3 予防保全的維持管理のイメージ図 

 

 

(5) 費用の縮減に関する具体的な方針 

対象橋梁 112 橋の今後 50 年間について、「予防保全型」と「対症療法型」の維

持管理コストをシミュレーションにより算定し、比較しました。その結果、図-1.4

に示す通り、「予防保全型」の維持管理を行うことで約 20 億円の費用縮減効果を得

ることができます。 

今後、大規模な補修に至る前に予防的な補修を行うことで、橋梁の長寿命化（延命

化）を図るとともに、ライフサイクルコストの縮減に努めます。 

 

図-1.4 予防保全型維持管理と対症療法型維持管理の費用比較 

損傷が進⾏してから補修 損傷が軽微なうちに補修 
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２．計画期間 

 

本計画の対象期間は、橋梁の重要度や緊急性に重点をおき、実行性と精度をもった 10

年間とします。 

ただし、5 年に 1 度の定期点検の結果を踏まえ、補修内容・時期を随時見直していきま

す。 

 

３．健全度の把握および日常的な維持管理に関する基本的な方針 

 

取手市では、（財）茨城県建設技術公社で策定した「橋梁点検の手引書 令和２年 3 月」

および国土交通省 道路局が策定した「道路橋定期点検要領 平成３１年２月」に基づき、

定期的に点検を実施します。 

定期点検により、橋梁の損傷を早期に把握することで、予防的で計画的な対応を実施し

ていきます。 

橋梁の定期点検は、定期点検に関する国土交通省令・告示に基づき、「橋長 2.0ｍ以上の

橋」を、「道路橋やその維持管理等に関する必要な知識や経験、点検に関する技能を有する

もの」が、「近接目視」により、「5 年に 1 回の頻度」で行い、次項に示す 4 段階の「健全

性の判定区分」により分類し、その記録を保存します。 

 

   

写真-3.1 点検の状況 
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４．対策の優先順位の考え方 

 

(1) 基本的な考え方 

基本的には、近接目視による定期点検の健全性診断の判定区分に基づき、補修等を

実施します。 

 

表-４.1 健全性の判定区分 

区分 定義 

Ⅰ 健全 道路橋の機能に支障が生じていない状態。 

Ⅱ 予防保全段階 道路橋の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から

措置を講ずることが望ましい状態。 

Ⅲ 早期措置段階 道路橋の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講

ずべき状態。 

Ⅳ 緊急措置段階 道路橋の機能に支障が生じている、または生じる可能性が著

しく高く、緊急に措置を講ずべき状態。 

 

(2) 橋梁の管理区分 

限られた予算を踏まえ、橋梁の重要度等によりグループ分けを行い、優先順位を決

定し、維持管理を行います。 

 

表-４.2 橋梁の重要度（グループ分割） 

 重要度 

跨線橋（ＪＲ） 

圏央道を跨いでい

る橋 

緊急輸送路 

桁下が道路 その他 

復
旧
の
容

易
さ 

橋長 15ｍ以上 グループ１ グループ 3 グループ 5 

橋梁 15ｍ未満 グループ 2 グループ 4 グループ 6 
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グループ毎に管理水準・目標を設定し、定期点検の診断結果を基に、優先的に補修

を行う「補修検討対象橋梁」と定期点検で損傷の進行状況を経過観察し、状況に応じ

て補修を行う「定期点検対象橋梁」に表-４.3 の通り分類しました。 

その結果、修繕計画対象橋梁 112 橋のうち「補修検討対象橋梁」は 9 橋、「定期

点検対象橋梁」は 103 橋となります。 

 

表-４.3 橋梁の管理水準・目標 

 

（ ）内の数字は該当する橋梁数 

※は橋梁の利用度等を検討して合理的な場合、補修を実施 

グループ 1 2 3 4 5 6

Ⅰ 定期点検 定期点検 定期点検 定期点検 定期点検
定期点検
（20）

Ⅱ
補修検討
※（４）

補修検討
※（１）

補修検討
※（２）

補修検討
定期点検
（１0）

定期点検
（73）

Ⅲ 補修検討 補修検討 補修検討 補修検討 補修検討
補修検討
（2）

Ⅳ 緊急対応 緊急対応 緊急対応 緊急対応 緊急対応 緊急対応

損傷が大きいため、
対策を検討する必要
がある

損傷が著しく、構造
上、または交通障害
や第三者被害の恐れ
が懸念され、緊急対
応の必要がある

健
全
度

対策区分の判定の
内容

管理水準・目標

定期点検の結果、損
傷が認められない

小規模な損傷のた
め、経過観察を行う
必要がある

事後維持管理予防維持管理



7 

 

(3) 優先順位 

管理水準で区分した橋梁の優先順位を付けるために①～⑧項目を設定、重み付けを

し、その合計点数の高い順から優先的に補修を行います。優先順位の基準は以下の条

件で設定しました。なお、同点になった場合は、架設年次の古い順から補修を行いま

す。 

 

① 損傷程度 Ⅱ以上の部材単位の損傷数 

点検表記録様式に表記した損傷がある部材単位の損傷数 

 

② 第三者への影響度 第三者被害が想定される部材ごとの損傷数（橋面） 

例：高欄の欠損、舗装の段差、コンクリート片の落下等 

 

③ 橋梁利用度 橋梁の利用状況 

例：交通量が多い（大型車有）、普通、交通量が少ない 

 

④ ＤＩＤ地域  

 DID 地域内か、地域外か 

 

⑤ 架設年数  

例：40 年以上、30～39 年、20～29 年、10～19 年、9 年以下 

 

⑥ 小学校通学路 

通学路として利用されている橋梁か 

 

⑦ 利用者からの情報提供  

例：段差があって通行しづらい、道路に隙間が開いている等 

 

⑧ 点検結果による早期補修必要項目の項目数  

例：主桁のひびわれ・遊離石灰、アンカーボルトのゆるみ・脱落等 
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５．新技術の活用方針 
点検方法や補修工法については様々な新技術・新工法が開発されています。新術術の活用

を積極的に検討し、ライフサイクルコストの低減に努めます。 

 

●点検技術 

点検に関する新技術はドローンや点検ロボットなど様々なものが開発されています。特

に１巡目の定期点検で橋梁点検車および高所作業車を使用した橋梁については、新技術の

導入メリットが大きいため、活用を重点的に検討します。2023 年度までの定期点検にお

いて１橋以上の新技術の導入を目指します。 

 

           表-5.1 新技術検討例（点検） 
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●補修技術 

橋梁の補修を行うための工法、材料に関する新技術は多数開発されており、その品質や費

用縮減効果は年々向上しています。修繕を行う際には、最新の情報を確認し、その時々で最

適な方法を選択します。具体的な検討事例を以下に示します。 

 

表-5.2 新技術検討例（1） 
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表-5.3 新技術検討例（2） 
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●従来工法と新技術の費用比較 

補修工事費を従来工法と新技術とで比較しました。新技術のほうが安価であったものに

ついては対策費用算出時に採用しました。ただし、補修設計を実施する際に、さらに新しい

技術が発表されている可能性があるため、補修設計実施時点で、比較検討することが必要で

す。 

 

表-5.4 直接工事費比較 

 

 

 

  

橋梁名 従来工法 新技術 使用新技術 備考

1 217号橋 3,026,128 1,608,329
ひび割れ補修：CB-130007-VE
裏込め充填：KT-130021-VR
橋面防水：KK-200008-A

裏込め充填は、新技術のほうが安価で
あるため、対策費用算出時は新技術の
価格を採用した

2 配松第1号橋 1,581,414 3,116,423
ひび割れ補修：CB-130007-VE
断面修復：QS-220023-A

3 白山陸橋 81,158,864 80,552,207

ひび割れ補修：CB-130007-VE
断面修復：QS-220023-A
橋面防水：KK-200008-A
剥落対策：KT-160153-VR

4 3601号橋 15,047,449 15,082,914

ひび割れ補修：CB-130007-VE
断面修復：QS-220023-A
橋面防水：KK-200008-A
剥落対策：KT-160153-VR

5 25号橋 4,776,384 4,501,880

ひび割れ補修：CB-130007-VE
断面修復：QS-220023-A
橋面防水：KK-200008-A
剥落対策：KT-160153-VR

鉄道上のため、費用と工期は再度検討
する必要がある

6 藤代自由通路 33,205,186 38,365,186
塗装塗替：KK-070037-VE
　　　　　CB-170003-A

鉄道上のため、費用と工期は再度検討
する必要がある
塗装塗替は、LCC上新技術のほうが安
価になるため、対策費用算出時は新技
術の価格を採用した

7 野々井橋 4,419,286 4,566,724
ひび割れ補修：CB-130007-VE
橋面防水：KK-200008-A

8 大正橋 6,858,594 7,008,014

9 桑原陸橋 10,319,147 10,287,596
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６．橋梁の集約化・撤去 
老朽化等により現橋の継続利用が困難な場合、迂回路が存在し、集約が可能な橋梁

について、地域住民の方と協議し、集約化または撤去を検討します。 
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７．対策内容と対策時期 

 

(1) 対策内容 

112 橋すべての橋梁を補修することは長期間を要するため、9 橋の「補修検討対

象橋梁」について優先的に補修を実施し、その他の 103 橋については「補修検討対

象橋梁」になった時点で補修を行います。 

 

① 補修検討対象橋梁 

9 橋の「補修検討対象橋梁」については、定期点検の結果からの状態等を踏まえ、

Ⅱ判定以上の損傷を補修した場合の数量と概算の補修工事費を算出しました。修繕計

画は、以下の条件で策定しました。 

・10 年で 9 橋すべての補修を実施する。 

・前述の優先順位を遵守する。 

・補修工事は橋梁ごとに単年度で行うものとし、予算を出来る限り平準化する。 

 （ただし、補修費用がかかる橋梁は径間毎とする） 

 

② 定期点検対象橋梁 

103 橋の「定期点検対象橋梁」については、現状では緊急性のある損傷はないた

め、今回の短期修繕計画には組み込まず、ライフサイクルコストを意識した長期修繕

計画に組み込みました。5 年に一回の定期点検にて、新たに損傷を確認したり、損傷

が進行したものについては、優先順位の再検討を行い、「補修検討対象橋梁」に分類さ

れた橋梁については、補修工程に組み込みます。 

 

(2) 対策実施時期 

対策内容を踏まえた修繕計画の実施時期は次項のとおりです。 
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表-7.1 年度別修繕計画（1/2） 

 

  

●：定期点検　　　　□：補修設計　　　■：補修工事

判定
区分

点検
年度

2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 主な対策内容

1 217号橋 2.5 6.8 Ⅲ 2020 2025 □ ■● ● ひびわれ補修工、裏込め注入工、舗装補修工

2 配松第1号橋 2.3 5.4 Ⅲ 2020 2025 □ ■● ● ひびわれ補修工、断面修復工

3 飯沼橋 26.9 7.0 Ⅱ 2022 2027 ● ●

4 大正橋 30.6 10.3 Ⅱ 2022 2027 ● ● □ ■ ひびわれ補修工、断面修復工、舗装補修工

5 藤代駅自由通路 59.5 8.0 Ⅱ 2018 2023 ● □ ■ ■ ■ ● ひびわれ補修工、断面修復工、塗装塗替工

6 西浦川橋 23.7 6.2 Ⅱ 2022 2027 ● ●

7 桜橋 31.4 12.8 Ⅱ 2022 2027 ● ●

8 新堀橋 24.1 5.2 Ⅱ 2022 2027 ● ●

9 青柳橋 21.9 5.2 Ⅱ 2022 2027 ● ●

10 不動橋 27.8 10.3 Ⅱ 2022 2027 ● ●

11 堤橋 37.3 7.0 Ⅱ 2022 2027 ● ●

12 3601号橋 30.6 10.0 Ⅱ 2022 2027 ● □ ■ ● ひびわれ補修工、断面修復工、剥落防止工

13 白山陸橋 86.7 16.8 Ⅱ 2022 2027 □ ■ ■ ■● ■ ■ ● ひびわれ補修工、断面修復工、剥落防止工

14 寺田橋 23.0 9.7 Ⅱ 2018 2023 ● ●

15 北浦川大橋 63.5 16.8 Ⅱ 2018 2023 ● ●

16 丁張橋 21.8 5.2 Ⅱ 2018 2023 ● ●

17 野々井橋 31.6 9.5 Ⅱ 2018 2023 ● □ ■● ひびわれ補修工、橋面防水工

18 新川橋 13.6 6.0 Ⅰ 2021 2026 ● ●

19 25号橋 13.5 4.8 Ⅱ 2022 2027 ● □ ■ ■● ■ ひびわれ補修工、断面修復工、剥落防止工

20 新川団地橋 12.9 6.6 Ⅱ 2021 2026 ● ●

21 戸田井3号橋 11.3 17.0 Ⅰ 2021 2026 ● ●

22 釜神橋 10.5 6.3 Ⅱ 2021 2026 ● ●

23 新川運動公園橋 9.6 7.1 Ⅱ 2021 2026 ● ●

24 貝塚橋 9.6 7.2 Ⅰ 2021 2026 ● ●

25 大日橋 9.4 4.3 Ⅱ 2021 2026 ● ●

26 下萱場第3号橋 9.0 5.6 Ⅱ 2021 2026 ● ●

27 70号橋 7.1 6.6 Ⅱ 2021 2026 ● ●

28 清水第9号橋 8.6 5.2 Ⅱ 2021 2026 ● ●

29 上萱場第9号橋 8.5 5.5 Ⅱ 2021 2026 ● ●

30 新川第4号橋 8.5 6.8 Ⅱ 2021 2026 ● ●

31 浜田第3号橋 8.4 5.5 Ⅱ 2022 2027 ● ●

32 下萱場第5号橋 7.3 6.5 Ⅱ 2022 2027 ● ●

33 上萱場第8号橋 7.3 6.6 Ⅱ 2022 2027 ● ●

34 下萱場第4号橋 7.3 5.6 Ⅱ 2022 2027 ● ●

35 72号橋 6.3 4.5 Ⅱ 2022 2027 ● ●

36 新川第1号橋 6.3 5.6 Ⅱ 2022 2027 ● ●

37 毛有第8号橋 6.3 6.4 Ⅱ 2022 2027 ● ●

38 63号橋 6.0 4.6 Ⅱ 2022 2027 ● ●

39 17号橋 5.7 4.5 Ⅱ 2022 2027 ● ●

40 87号橋 5.4 3.0 Ⅱ 2022 2027 ● ●

41 台橋 5.0 4.0 Ⅱ 2022 2027 ● ●

42 小浮気第5号橋 5.0 4.5 Ⅱ 2022 2027 ● ●

43 谷中第4号橋 4.7 4.0 Ⅱ 2022 2027 ● ●

44 69号橋 4.7 6.4 Ⅱ 2022 2027 ● ●

45 岡第3号橋 4.6 5.3 Ⅱ 2022 2027 ● ●

46 51号橋 4.5 9.3 Ⅱ 2022 2027 ● ●

47 常福橋 4.4 7.7 Ⅱ 2022 2027 ● ●

48 中内第2号橋 4.3 3.8 Ⅱ 2022 2027 ● ●

49 中内第5号橋 4.3 6.0 Ⅱ 2022 2027 ● ●

50 中内第3号橋 4.3 3.8 Ⅱ 2022 2027 ● ●

51 中内第4号橋 4.3 3.8 Ⅱ 2022 2027 ● ●

52 中内第6号橋 4.3 3.8 Ⅱ 2022 2027 ● ●

53 小浮気第4号橋 4.3 4.6 Ⅱ 2022 2027 ● ●

54 61号橋 4.2 6.9 Ⅱ 2022 2027 ● ●

55 岡第1号橋 4.1 5.0 Ⅱ 2022 2027 ● ●

No. 橋梁名 橋長(m) 幅員(m)
次回
点検
年度

年度別修繕計画点検結果
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表-7.２ 年度別修繕計画（2/2） 

  

●：定期点検　　　　□：補修設計　　　■：補修工事

2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 主な対策内容

56 宮和田第5号橋 4.3 10.0 Ⅱ 2022 2027 ● ●

57 81号橋 3.9 3.9 Ⅱ 2022 2027 ● ●

58 小浮気第3号橋 3.8 5.3 Ⅱ 2022 2027 ● ●

59 35号橋 3.7 6.0 Ⅱ 2021 2026 ● ●

60 中道橋 3.7 6.0 Ⅱ 2021 2026 ● ●

61 毛有第7号橋 3.8 3.3 Ⅱ 2021 2026 ● ●

62 藤代第5号橋 3.7 4.3 Ⅱ 2022 2027 ● ●

63 3号橋 3.6 16.0 Ⅱ 2018 2023 ● ●

64 藤代第4号橋 3.7 5.3 Ⅱ 2018 2023 ● ●

65 藤代第3号橋 3.5 4.3 Ⅱ 2018 2023 ● ●

66 椚木第13号橋 2.9 6.0 Ⅱ 2018 2023 ● ●

67 配松第2号橋 2.5 5.0 Ⅱ 2018 2023 ● ●

68 山王第9号橋 2.0 12.2 Ⅱ 2018 2023 ● ●

69 223号橋 6.3 11.1 Ⅱ 2018 2023 ● ●

70 300号橋 4.2 15.3 Ⅱ 2018 2023 ● ●

71 新川第2号橋 4.6 6.0 Ⅰ 2019 2024 ● ● ●

72 301号橋 4.2 14.5 Ⅰ 2019 2024 ● ● ●

73 前橋 3.8 3.9 Ⅰ 2019 2024 ● ● ●

74 47号橋 4.1 11.0 Ⅰ 2019 2024 ● ● ●

75 85号橋 3.5 6.4 Ⅱ 2019 2024 ● ● ●

76 山王第11号橋 3.6 5.5 Ⅰ 2019 2024 ● ● ●

77 50号橋 4.1 4.7 Ⅱ 2019 2024 ● ● ●

78 寺前橋 4.0 7.2 Ⅱ 2019 2024 ● ● ●

79 48号橋 3.9 12.8 Ⅱ 2019 2024 ● ● ●

80 34号橋 3.3 4.3 Ⅱ 2019 2024 ● ● ●

81 毛有第5号橋 3.4 3.1 Ⅱ 2019 2024 ● ● ●

82 毛有第2号橋 3.3 5.6 Ⅰ 2020 2025 ● ●

83 清水第10号橋 3.0 4.8 Ⅱ 2020 2025 ● ●

84 大坂橋 2.9 5.0 Ⅰ 2020 2025 ● ●

85 79号橋 2.9 7.4 Ⅱ 2020 2025 ● ●

86 辻の橋 2.9 18.8 Ⅰ 2020 2025 ● ●

87 水神橋 3.2 14.4 Ⅱ 2020 2025 ● ●

88 椚木第1橋 2.9 4.6 Ⅰ 2020 2025 ● ●

89 中の橋 2.9 6.6 Ⅰ 2020 2025 ● ●

90 椚木第4橋 2.9 5.6 Ⅰ 2020 2025 ● ●

91 昭和橋 2.9 4.6 Ⅰ 2020 2025 ● ●

92 44号橋 2.8 9.3 Ⅱ 2020 2025 ● ●

93 新川第8号橋 2.8 4.0 Ⅱ 2020 2025 ● ●

94 新川第7号橋 2.8 4.0 Ⅰ 2020 2025 ● ●

95 山王第8号橋 3.2 5.0 Ⅱ 2020 2025 ● ●

96 14号橋 2.4 7.1 Ⅱ 2020 2025 ● ●

97 67号橋 3.0 3.5 Ⅱ 2020 2025 ● ●

98 68号橋 3.0 3.5 Ⅱ 2020 2025 ● ●

99 8号橋 2.5 8.2 Ⅱ 2019 2024 ● ●

100 岡第7号橋 2.5 5.2 Ⅱ 2020 2025 ● ●

101 かち坂橋 2.3 3.5 Ⅰ 2020 2025 ● ●

102 山王第15号橋 2.0 6.3 Ⅱ 2020 2025 ● ●

103 平野第6橋 2.3 5.6 Ⅱ 2021 2026 ● ●

104 219号橋 2.3 6.1 Ⅱ 2021 2026 ● ●

105 根柄台橋 2.3 4.4 Ⅱ 2021 2026 ● ●

106 80号橋 2.2 3.0 Ⅱ 2021 2026 ● ●

107 36号橋 2.2 10.3 Ⅰ 2021 2026 ● ●

108 山王第14号橋 2.2 4.0 Ⅱ 2021 2026 ● ●

109 高須第1号橋 2.1 3.0 Ⅱ 2021 2026 ● ●

110 7号橋 2.2 5.0 Ⅰ 2021 2026 ● ●

111 浜田第2号橋 2.3 5.6 Ⅰ 2021 2026 ● ●

112 桑原陸橋 210.0 12.8 Ⅱ 2018 2023 ● □● ■ ひびわれ補修工、断面修復工、舗装補修工

判定区
分

最新点
検年度

次回点
検年度

年度別修繕計画
No. 橋梁名 橋長(m) 幅員(m)
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８．対策費用 

 

10 年間の修繕計画の対策費用の概算を整理しました。前述の通り、補修工事は橋梁

ごとに単年度で行うものとし、予算を出来る限り平準化しています。対策費用は単年

度平均約 4.9 千万円、10 年間では約 5 億円となります。 

 

 

図-8.1 年度別修繕計画概算費用 

 

上記を算出した費用は、今後点検や修繕を実施していく過程で見直す可能性がある

ことから固定されるものではなく、またこの計画により将来の予算を担保するもので

はあません。 

 


